
可
割
小

説
容
十
六

般
を
不
持
者
m
開
通
る
。
何
者
ぞ
と
谷
候
へ
ば
町
家
へ
逃
入
候
後
よ

り
、
棒
を
以
て
一
二
打
之
。
小
松
よ
り
帳
附
陀
来
る
古
市
左
近
与
力

小
塚
惣
右
衛
草
股
取
也
。
惣
右
衛
門
能
出
、
只
今
各
御
打
梯
被
成
候

者
は
机
者
家
t
m
k
候
。
今
日
検
地
収
相
司
方
へ
箆
持
出
候
所
、
右
之

仕
合
陀
候
。
御
法
の
筋
闘
に
可
申
付
候
如
何
と
一耳。

い
づ
れ
も
金
森

平
三
郎
都
に
懲
候
て
、
色
々
言
葉
E
さ
げ
鈴
言
す
れ

E
も
不
堪
忍
、

共
事
大
陀
能
成。

経
k

小
松
・
金
制
仰
の
者
間
出
出
で
惣
右
術
門
陀
‘
地

忍
可
然
と
巾
聞
と
い
へ
ど
も
承
引
せ
宇
。
年
寄
中
承
之
、
惣
右
術
門

股
の
入
桜
に
手
を
入
翁
巾
開
候
へ
ば
、
什
口附

E
以
て
稔
官
せ
ば
廿
円
分

に
可
仕
と
申
候
陀
付
.
五
人
の
者
よ
り
役
付
治
之
候
。
右
草
履
取
何

の
谷
も
無
之
候
所
、
此
方
誤
て
致
打
郷
候
儀
令
迷
惑
候
。

以
来
如
何

級
の
償
供
と
も
、
此
者
御
法
度
不
相
背
段
は
申
分
不
可
款
と
巾
越
に

て
都
桝
候
。
微
妙
公
御
腕
務
の
後
此
印
刷
逮
御
鑓
候
所
.
布
五
人
小
松

よ
り
召
k
t
m
候。

各
心
中
先
悟
柏山丸
山拙
越
候
。然
所
右
投
附
御
山
川
し
、

土
と
士
と
の
取
合
に
は
い
か
成
る
際
故
に
で
も
か
様
の
岱
刊
は
不

致
事
に
候
。
赴
は
税
待
へ
針
し
籾
た
る

mu付
と
思
召
候
。

一
段
御
浦

足
に
候
。
何
茂
火
魚
の
刻
骨
折
巾
候
と
の
御
立
に
て
‘
各
自
銀
五
枚

賜
之
。
罷
飾
り
、
扱
も
/
¥
案
の
外
成
御
意
と
て
悦
合
へ
り
。

三
間
許
走
り
倒
る
。
幾
犬
二
到
来
て
食
之
。
比
良
左
内
来
て
と
Y
め

を
刺
す
。
御
騎

K
よ
り
御
言
策
か
け
ら
れ
御
お
色
。
此
時
又
関
擦
を

嚇
ぐ
。
小
狗
二
頭
北
の
方
中
川
猟
左
衛
門
前
へ
走
る
。
列
ヰ
追
返
す
。

此
時
列
卒
少
飢
れ
立
を
見
て
・

一
一朗
は
逃
出
た
り
。
先
の
猪
は
場
中

へ
出
る
を
、
犬
三
顕
し
て
喰
倒
す
。
大
獄
一

一朗
叉
出
て
附
屋
が
方
へ

来
て
網
陀
山
切
る
。
左
の
首
よ
り
右
の
股
へ
か
け
て
突
く
。
猪
疲
れ
な

が
ら
南
へ
六
七
間
走
る
所
主
、
犬
六
七
頭
陀
て
喰
倒
す
。
然
所
能
人

の
鈎
持
か
雨
入
来
て
ひ
た
突
に
突
。
御
仲
間
共
も
数
人
来
て
竹
鎗
K

て曲
目
之
。
御
犬
に
危
く
候
て
沿
け
/
¥
と
制
す
れ
ど
も
聞
も
不
入
。

如
袋
小
六
と
云
御
秘
磁
の
犬
の
上
口
び
る
を
訣
て
突
く
。
御
機
蛾
散

h
k

扱
じ
ぬ。

去
共
五
頭
出
た
る
猪
四
頭
迄
獲
ら
る
L
K
付
、
御
快
〈

御
緋山
一nM
被
翁
召
上

下

々
へ
も
被
下
。

廿
八
日
御
熔
野
の

m
.鶴
間
村
の
仲
世
相
艇
に
老
狩
有
之
皆
、
屋
木
レ
U

左

術
門
伍
逃
す
。
笠
間
出
俄
K
列
卒
網
等
の
用
意
す
れ
ど
も
事
不
調
候

内
、
務
逝
失
せ
ぬ
。
谷

口
村
よ
り
鶴
間
村
迄
一
塁
。
新
戸
村
よ
り
は
.

谷
口
へ
も
的
問

へ
も
二
塁
也
。

十
一
月
二
日
木
合
村
八
幡
山
に
て
狩
狐
。
未
明
よ
り
務
行
共
協
越
。
惣

列
卒
千
五
百
人
、
内
千
三
百
人
は
外
列
卒
、
二
百
人
は
内
列
卒
。
作

可
制

d
晩
餐
十
六

三
O
四

一
、
松
窓
公
の
武
州
猪
狩

党
文
七
年
十
月
廿
五
目
、
武
州
谷
口
村
丸
山
花
て
猪
狐
列
卒
千
人
、

内
八
百
人
は
外
列
卒
に
て
不
動

二
百
人
は
内
列
卒
K
て
丸
山

へ
入

て
狩
之
。網
四
百
聞
飴
鋼
、
百
問
也
o
網
張
家
行
村
上
助
右
衛
門

赤
尾

平
六
・
闘
屋
新
兵
衛
也
。
御
前
御
相
川
織
叫…同一時
U

自
御
上
帯
金
御
幣
‘
朝

鮮
笠
被
穏
召
候
。
御
供
の
騎
馬
は
奥
村
因
幡
・奥
村
内
陸
桜
山
志
摩
・

多
賀
隼
人・
多
賀
市出角・
諸
各
誌
一
郎
奥
村
瀬
兵
術
稲
垣
三
郎
街

長
谷
川
駅
母
・辻
市
右
衛
門
・
今
井
源
五
兵
衛
也
。
網
奉
行
三
人
は
網

外
所
々
に
鉛
持
居
之
。
惣
務
行
は
前
問
主
水
・一
脚
尾
数
馬
.列
卒
加
は

中
川
摘
左
衛
門
菊
池
十
六
郎
笹
品
助
左
衛
門
・
玉
井
体
右
術
門

津

間
勤
十
郎
・恒
川
七
兵
衛
・
水
崎
次
郎
右
衛
門
也
。帥
拍
手
の
首
尾
相
制

へ
、於
御
前
拍
子
木
打
之
.問
之
而
内
外
の
列
等
閑
擦
を
繰
る。

内
列

卒
丸
山
へ
入
て
狛
之
。
然
所
大
柑
刊
二
額
出
て
、

一一闘
は
北
の
方
中
川

一
頭
は
附
屋
新
兵
術
前

へ
一
文
字
民
走
る
。

網
を
見
て
世
間
方
へ
四
五
イ
間
走
る
所
を
.
契
犬
六
じ
引
に
て
喰
倒

す
。
北
へ
走
る
は
列
卒
主
政
ん
と
せ
し
が
取
て
返
し
‘
側
目
出
が
溢
の

刑
制
左
衛
門
手
合

へ
行
、

網
に
て
行
懸
る
。
糊
屋
鎗
に
て

m
m
E
一
鉛
由
民
く
。
猪
左
へ
ね
ぢ
む

き
飾
る
所
主
‘
右
の
太
股
よ
り
左
の
屑
先
へ
突
出
す
。
猪
は
網
よ
り

法
丸
山
の
時
の
如
し
。
猪
四
頭
鹿
一
郡
山
で
務
皆
盤
ら
る
。
村
上
助

右
衛
門
本
保
孫
八
・
耐
州
市
脚
孫
市
時
鈴
陀
て
突
之
、
大
地
民
知
は
刀
に

て
切
之
。
辻
市
右
術
門
・
今
井
抽
出
五
兵
街

長
谷
川
畑山母
等
も
鈴
に
て

突
よ
し
。
鹿
は
此
口
敏
飛
廻
り
犬
も
人
も
山
岡
不
得
。
本
の
笹
根
へ
入
る
。

又
狩
出
し
、
積
k

に
す
れ
ど
も
捕
不
得
、終
陀
外
列
・平
を
か
け
仰
で
婚

行
ぬ
。
御
無
色
怒
し
。
同
八
日
楢
山

へ
榊
尾
政
局

前

問
主
水
・
中
川

掬
左
街
門
閥
屋
新
兵
衛
能
越
、
鹿
の
狩
場
見
立
候
線
被
仰
出
.
場
所

見
立
総
聞
に
て
上
之
。

九
日
楢
山
鹿組制。
列
卒
千
六
百
八
十
人
。
鹿
迄
に
付
.
犬
は
外
陀
底
て
、

各
鉛
陀
て
網
内
へ
入
り
、
随
分
自
問
的
候
隊
に
命
ぜ
ら
る
。
鹿
四
願
出

た
り。

内
一
頭
取
傘
候
へ
ど
も
逃
出
た
り
。

-
は
松
阪
の
内
よ
り
網

を
飛
越
え
、
大
鹿
一
頭
網
の
内
を
走
り
廻
る
。
附
皮
郡
山
鯨
じ
.赤
尾
平

六
に
突
か
れ
け
れ
ど
も
.
少
の
儀
に
も
都
と
も
せ
や
九
人
の
少
在
方

よ
り
網
を
飛
越
た
り
。

一
頭
は
わ
止
に
懸
て
打
殺
す
。
此
日
雑
凶
.

兎
十

一
一位。

夜
K
入
御
防
り
。
同
十
日
江
戸
御
腕
邸
。

て

坊
間
品
先
生
の
詩
草

本
佐
紀
題
敏
岬
即
仲
官
・
禿
坑
唱
を
漉
し
て
巡
之
候
。
紅
情
な
る
ほ
ど
恰
好

よ
ろ
し
く
牧
民
相
見
え
、珍
E
K存
候
。
長
門
紙
三
葉
、
川
正
主
任
感
窓

O 
五




